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ケンカツテン 「健活１０」〈ケンカツ テン〉とは、生活習慣の改善や生活習慣病の予防等に向

けた「１０の健康づくり活動」です。大阪府健康づくりアワードにおいても、「健

活１０」に即した取組みを対象としています。

「健活１０」ポータルサイト：https://kenkatsu10.jp
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■対象

自治会、住民団体、自治体、企業（職場単位も可）等が行う地域住民等を対象とした健康づくりの取組み

■取組み例

ヘルスリテラシー 食生活 運動 健診・検診 その他

・地域住民を対象とし
・た健康セミナーの開
・催

・食育イベント、
・料理教室の開催
・健康応援レシピ作成

・健康保持を目的とし
・た運動イベントの開
・催

・地域ぐるみでの健康
・診断（特定健診・がん
・検診）の受診促進

・その他「健活１０」に
・即した地域での取組
・み

■対象

中小の事業場（医療・福祉・教育機関等を含む）において、職場単位（１つの部署等も可）で行う健康づくりの取組み

■取組み例

ヘルスリテラシー 食生活 運動 睡眠 メンタルヘルス

・従業員向け健康教室、
・セミナーの開催
・ポスター掲示

・社食メニューの改善
・保健師・管理栄養士
・等による指導

・階段利用、
・徒歩移動の推進
・運動会の実施

・定時退社ができる
・環境整備
・長時間昼休憩制度

・ストレスチェック活用
・臨床心理士による
・ケア

飲酒 禁煙・受動喫煙防止 歯と口 健診・検診 治療と仕事の両立

・過度な飲酒に対する
・注意喚起
・アルコール耐性検査
・の実施

・禁煙プログラムの
・導入
・敷地内禁煙

・歯磨きタイム導入
・洗面設備の設置
・定期健診の推進

・特定健診・がん検診
・の受診勧奨
・職場での血圧測定

・病気(がん等)になっ
・ても働き続けること
・ができる職場整備

大阪府健康づくりアワードの概要

職場部門

地域部門



応募期間 令和６年７月１日（月）～８月16日（金）

応募状況 職場部門 26団体 地域部門 15団体

応募対象 職場・地域において、表彰対象となる取組期間 に実施している“健康づくりに係る
取組み”で、大阪府で推奨している「健活１０」〈ケンカツ テン〉に即しているもの

※表彰対象となる取組期間（令和５年８月16日～令和６年８月15日）に実施した、取組み、
イベント等で以前から継続しているもの、１度限りの取組みでも可
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表彰内容 目次

職 場 部 門

最優秀賞、優秀賞、奨励賞

□ 社員のやる気・意欲を引き出す取組みである

□ 創意工夫を凝らした取組みである

□ 他の企業でも導入しやすい取組みである

□ 社員への健康意識の啓発効果がある取組みである

□ 活動の規模・状況等がわかる客観的なデータがある取組みである

地 域 部 門

最優秀賞、優秀賞、奨励賞

□ 健康無関心層の参加意欲を高める取組みである

□ 創意工夫を凝らした取組みである

□ 他団体と連携、協力した取組みである

□ 地域に定着した継続的な取組みである

□ 府民への健康意識の啓発効果がある取組みである

□ 活動の規模・状況等がわかる客観的なデータがある取組みである

概要

受賞団体一覧及び審査委員による講評

職場部門

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

地域部門

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

１・２

３

４

５・６

７～１０

1１

1２

13～15

主催／大阪府、健活おおさか推進府民会議

協賛／大阪府中央卸売市場管理センター株式会社、大塚製薬株式会社、コア・ライフプランニング株式会社、

大同生命保険株式会社、明治安田生命保険相互会社

後援／経済産業省近畿経済産業局、厚生労働省大阪労働局、

独立行政法人 労働者健康安全機構大阪産業保健総合支援センター、一般社団法人大阪府医師会

協力／全国健康保険協会 大阪支部、大阪商工会議所、第一生命保険株式会社、住友生命保険相互会社

※



職場部門

最優秀賞 住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社（大阪市中央区）

優秀賞
株式会社アシスト（大阪市東住吉区）

新品川商事株式会社（大阪市福島区）

奨励賞

三進金属工業株式会社（泉北郡忠岡町）

株式会社綜合電装（大阪市東淀川区）

株式会社西日本模型（大阪市東淀川区）

森永乳業株式会社 関西支社（大阪市北区）

最優秀賞 株式会社アカカベ（大東市）

優秀賞 近畿中央ヤクルト販売株式会社（茨木市）

奨励賞 近畿大学(東大阪市)

奨励賞 社会医療法人愛仁会 千船病院(大阪市西淀川区)

奨励賞 雪印メグミルク株式会社 西日本支社(吹田市)

地域部門

審査委員による講評

※五十音順

※五十音順
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検診費用負担や特別積立有給休暇など、社員の健康づくりを投資と考え、経営戦略として目標を立て、

効果的な取組みを実施している点や効果を把握するために客観的データを分析している点などを評価し、

受賞団体を選定しました。禁煙治療などハードルのあるものへのインセンティブ付与や、ウォーキングイベ

ントにも創意工夫を凝らしてマンネリ化の防止を図るなど、一過性に終わらず継続的に実施できる取組み

が多くみられ、さらなる成果が期待できます。女性特有の健康課題に対する取組みや治療と仕事の両立の

ための環境整備など、社会の流れに沿った先進的な事例もあり、これらの取組みが他企業へ広がることを

期待します。

受賞団体一覧及び審査委員による講評

職場部門

地域部門

地域・企業・大学など様々な主体を巻き込んだ取組みや各団体の集客力、さらに資源を効果的に活用し、

継続性がある取組みなどを評価し、受賞団体を選定しました。イベントでは、健康無関心層を含む幅広い

世代が楽しみながら参加できるイベントや、各団体の知見や強みを生かしたセミナーの開催など、たくさ

んの人の健康づくりのきっかけとなるような取組みが多くみられました。今後も取組みを継続・拡大して

いただき、更なる波及効果を期待します。



取組み分野

ヘルスリテラシー

運動

健診・検診
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： 大阪市中央区

：製造業

： 212名

： https://www.sumika-env-sci.jp/

社内ウォーキングイベント「SES歩活(あるかつ)」や写真コンテストの開催

職場部門

最優秀賞住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社

健康診断にかかる取組み

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

社員イラスト入りオリジナルクオカード

毎年11月に社内ウォーキングイベント「SES歩活（あるかつ）」を開催しています。団体戦と個人戦を行い、上

位者には副賞金を授与、またイベント期間中、１日の平均歩数が8,000歩以上の参加者には、「達成賞」として

社員によるイラスト入りオリジナルクオカードを配布しています。

マンネリズム防止の観点から、従業員が楽しんで参加できるようなイベントを実施し、社内コミュニケーション

の活性化を図っています。

「ウォーキング効果upセミナー」等のフィジカルヘルスに特化したセミナーを開催し、イベント参加率や「平均歩

数8,000歩/日」達成者率の向上、運動習慣の定着をめざしています。

写真コンテストでのお弁当の紹介 セミナーの様子

社員の高齢化に伴うパフォーマンス低下や生活習慣に起因する疾病の増加等による労働生産性の低下の課

題を解決するため、50歳以上の社員については、全額無償で人間ドックを受診できる制度を開始しました。

また、30歳以上の社員、ならびに社員の健康保険被扶養配偶者については、一部自己負担のみで人間ドック

を受診できる制度を実施しています。

さらに、婦人科系のがんの早期発見対策として、35歳以上の女性社員、ならびに社員の健康保険被扶養配偶

者については、婦人科検診（乳がん、子宮がん）を自己負担なしで受診できる制度を実施しています。

制度を開始する前の2019年度の人間ドック受診率は10.6％でしたが、制度を開始した2020年度には

25.1％まで増加。その後も年々増加傾向にあり、取組みが社内に浸透しています。



取組み分野

食生活

禁煙・受動喫煙防止

健診・検診

５

：大阪市東住吉区

：インテリア金物製造卸業

： 85名

： https://www.assipie.jp/

食生活の改善とイベントの実施でコミュニケーションの向上

職場部門

優秀賞 株式会社アシスト

受動喫煙防止対策の取組み

け
む
い
問
模
試
啓
発
チ
ラ
シ

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

検診にかかる費用の負担

管理栄養士考案の日替わり弁当

栄養が偏りがちな昼食に管理栄養士が考えた日替わり弁当を導入し、栄養バランスが取れた食事ができるよ

うになりました。全営業所にてベジチェックイベントを開催し、自身の測定結果を知ることで食習慣改善のきっ

かけとなり、健康関連の話題による社員間のコミュニケーション向上に繋がりました。

ベジチェックの様子

健
診
・検
診
啓
発
ポ
ス
タ
ー

喫煙者、非喫煙者ともに健康影響などの正確な情報を学ぶことで健康増進を

図り、喫煙者の自発的かつ継続的な禁煙を促進するため、厚生労働省の「全

国統一けむい問模試」の受検を推奨しており、現在受検率は100％を達成し

ています。また、受動喫煙防止のポスター作成、喫煙場所を限定（大阪本社で

は敷地内の屋外１エリア）することで、受動喫煙リスクを低減し、自身や周囲の

人の健康に配慮する環境づくりを行っています。

乳がん・子宮がん検診の費用を会社が全額負

担し、対象者（協会けんぽ基準）は受診率

100％を達成しています。本社においては、腫

瘍マーカーなどのオプション検査の費用を会

社が半額負担しています。

健診結果が要再検査の対象者には、受診勧

奨文書にて受診結果の報告を求め健診後の

フォローを行い、特定保健指導実施率につい

ても100％を達成しています。また、歯科健診

費用を会社が負担し受診勧奨を行っています。



取組み分野

ヘルスリテラシー

運動

治療と仕事の両立

６

：大阪市福島区

：窯業系建設資材卸売業

： 65名

： https://sinshinagawa.co.jp/

女性の健康づくりに向けた取組み

職場部門

優秀賞新品川商事株式会社

治療と仕事の両立に向けた環境整備

始
業
時
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
様
子

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

運動習慣の定着に向けた取組み

がんやPMSなど、女性特有の健康課題についての啓発と乳がん・子宮頸がん検診受診率の向上に向けて、す

べての女性社員を対象に女性特有の健康課題についてのセミナーを行っています。

また、検診費用の一部を会社が補助しています。これらの取組みの結果、実施前はほとんどの社員が受診して

いませんでしたが、啓発後、乳がん・子宮頸がん検診受診率は70％となりました。今後は100％を目指し、セミ

ナーや検診費用補助の取組みを継続する予定です。

階
段
の
利
用
を
奨
励
す
る
ポ
ス
タ
ー

■年３回のウォーキングイベント

生活習慣病の予防に向けて、年３回ウォーキングイ

ベントを実施しています。歩数競争ではなく、自身で

決めた目標歩数を達成した社員全員に賞を授与し、全

社員が目標をもって参加できるように工夫していま

す。賞についても健康に良い無農薬の野菜や果物を

選べるギフトセットなどにすることで、更なる健康意

識の向上に資するよう意識しています。

また、階段のある事業所においてはウォーキングイ

ベントをきっかけに、階段の利用を奨励するポスター

を掲示し、運動習慣を身につける環境づくりに取り組

んでいます。

■始業時のラジオ体操の実施

すべての事業場において、全社員が、始業時にラジ

オ体操を実施しています。始業開始後に業務として行

うことで、電話対応等で参加できない社員を除いて、

全社員が取り組むようになりました。

廃棄する有給休暇を「特別積立有給休暇」として積み立て（最大４０日）、傷病の際の通院や入院時に利用でき

るようにし、社員が安心して治療と仕事の両立を図れるようにしています。併せて、健康面や介護と仕事の両

立などについて気軽に相談できるように、令和４年４月から外部の保健師・看護師と契約し、外部相談窓口を

設置しています。また、令和５年２月には、３名の社員が両立支援コーディネーターの資格を取得するなど、治

療と仕事の両立に向けた環境整備に引き続き取り組む予定です。



取組み分野

ヘルスリテラシー

食生活

健診・検診

７

：泉北郡忠岡町

：製造業（スチール製ラックの製造、販売）

： 228名

： https://www.sanshinkinzoku.co.jp/

2024年チャレンジ宣言

職場部門

奨励賞 三進金属工業株式会社

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

学生さんによる食に関するのプレゼンテーションを開催しました

2020年５月より、チャレンジ宣言ポスターを作成し、全社員へ通知や掲示板を活用した周知を行っています。

また、女性のセミナー等を毎年実施しています。社員が気になるトレンドを意識したテーマで、全社員対象とし

たセミナーも実施しています。

■７つの健康習慣の取組みについて

社員の健康維持・改善に向けて、下記７つの健康習慣の取組みを推進しています。

①喫煙をしない ②定期的に運動をする ③飲酒は適量を守るか、しない

④１日７～８時間の睡眠を ⑤適正体重を維持する ⑥朝食を食べる ⑦間食をしない

V.O.S.メニュー啓発チラシ

2024年チャレンジ宣言

■食習慣の改善と食行動を意識しよう

野菜を多く摂取できるよう、社員食堂にサラダバーを設置し、グループ会社で栽

培した野菜を提供しています。「食べて元気に！V.O.S.&野菜たっぷりキャンペー

ン」参加事業所として２年連続で大阪府のホームページで紹介されました。

羽衣国際大学学生考案の健康に配慮したメニューを本社食堂にて提供し、地域と連携した健康づくりに取り

組んでいます。

羽衣国際大学学生考案のV.O.S.メニュー

※V.Ｏ.S.とは、
野菜・油・塩の量に配慮した
ヘルシーメニューのこと

■健康診断結果の受診勧奨対象者への対応

産業医等と連携し、対象者への受診勧奨を行い、受診率100%を目指しています。

また、定期健康診断で「異常なし」の判定を受けた社員を表彰してプレゼントを出すなど、健康経営参加表彰

制度を充実しています。



取組み分野

ヘルスリテラシー

食生活

メンタルヘルス

８

：大阪市東淀川区

：建設業（設備工事業）

： 50名

： http://www.k-soden.co.jp/

心身ともに健康で最高のパフォーマンスで長く働くための取組み

職場部門

奨励賞株式会社綜合電装

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

バランスの良い食事の推進として
チケットレストラン（昼食補助）を
実施しています

お米の配布・斡旋販売を通じて
社員の食生活サポートしています

腹八分目を啓発することで
食べ過ぎ防止を推進しています

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

社員のパフォーマンス向上のためにアブセンティーズム（※１）を減らし、プレゼンティーズム（※２）をなくすこ

とを目標に健康づくりに取り組んでいます。

（※１）健康問題による仕事の欠勤（病欠）。

（※２）健康問題が理由で生産性が低下している状態。

■ヘルスリテラシー

健康に関するアンケートの実施やメルマガでの健康情報等の配信（毎月１回以上）、歯磨きに関するセミナーの

開催等を通じて、ヘルスリテラシーの向上に取り組んでいます。

■食生活

「朝食を食べよう運動」でのお米の配布・斡旋販売やチケットレストラン（昼食補助）、腹八分目運動等、食生活

の改善に向けた取組みも実施しています。

■メンタルヘルス

ストレスチェックを実施し、社員のストレス状況の把握・改善に取り組んでいます。また、「メンタルケアカウンセ

リングサービス」や「女性のための24時間電話健康相談」等、保険会社からの福利厚生サービスを積極的に活用

し、社員のメンタルヘルス対策に取り組んでいます。



取組み分野

ヘルスリテラシー

運動

健診・検診

９

：大阪市東淀川区

：各種精密模型の制作

： 30名

： https://www.nnm.co.jp/

運動習慣の定着に向けた取組み

職場部門

奨励賞 株式会社西日本模型

健康診断のオプション全額負担

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

わくるんプロジェクト

健康経営に取り組むにあたり、健康に関するアンケートを実施し

たところ、「運動習慣がなく取り組みたいが時間がない」と回答し

た社員が多くいました。

そのため、簡単に運動習慣を取り入れること・気持ちのいい朝

の挨拶とミーティングを目的として毎朝10分間のラジオ体操を

開始しました。

取組みを開始してから徐々に健康に意識する社員が増え、ス

ポーツ庁後援のさつきラン＆ウォークというイベントでの「企業対

抗戦」では、「DO スポーツ優秀賞」（8,000 歩/人日達成）を受賞

しました。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
周
知
チ
ラ
シ

「DO スポーツ優秀賞」

女性社員の割合増加に伴い、女性特有の健康関連課題に対する環境整備を目的に「わくるんプロジェクト」を

発足しました。「わくるん」は「Work」の「ワーク」と「わくわく」「るんるん」を組み合わせた造語で、女性も男性

もみんなが楽しく仕事ができるようにという願いが込められています。各部署から女性社員を１名ずつ選出し

た会議メンバーで、月１回のペースで社内の課題解決やセミナー受講に取り組んでいます。会議の内容は男性

社員を含めて社内で共有し、会議メンバー以外からも意見を募ることで、社内全体で活動に取り組んでいま

す。

病気の早期発見・女性特有の健康課題への対策として、男性向け腫瘍マーカーセット３種や子宮頸がんと乳が

ん検診の費用を会社で負担しています。今後は、現在達成している健康診断受診率100％に加えて、オプショ

ンについても対象者の受診率100％を目指します。さらに、セミナーの実施を定期的に行い、情報発信を続け

て病気の早期発見につながる取組みを行っていきます。

プロジェクト会議の様子

食堂の一部に

リフレッシュスペースを

設置しました

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
意
見
な
ど
を
投
函

で
き
る
目
安
箱
を
設
置
し
ま
し
た



取組み分野

運動

禁煙・受動喫煙防止

健診・検診

■夏場の健康管理

夏季期間のクールビズの実施や塩分タブレットを設置するなど、熱中
症予防に取組み、近年特に暑い夏場の健康管理を徹底しています。
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：大阪市北区

：乳製品の製造、販売業

： 130名

： https://www.morinagamilk.co.jp/

健康増進の取組

職場部門

奨励賞森永乳業株式会社 関西支社

所 在 地

業務内容

従業員数

U R L

■健診・検診

健康診断の「受けっぱなし防止」として二次検診費用を上限5,000円まで補助しています。

■運動

平均8,000歩/日を目指し、自社開発アプリを活用したウォークキングイベントを実施しています。イベント

の目標達成者は前年より増加し、社員の運動習慣づくりのきっかけとなっています。

■禁煙・受動喫煙防止対策

労働時間中の禁煙をメール及びポスター

掲示で啓発し、禁煙対策・受動喫煙防止対

策に取り組んでいます。

■夏場の健康管理

夏季期間のクールビズの実施や塩分タブレットを設置する

など、熱中症予防に取組み、近年特に暑い夏場の健康管理

を徹底しています。

■ヘルスリテラシー

ヘルスリテラシー対策としては、お酒との正しい付き合い方を学ぶことを目的に、適正飲酒セミナーを実施し

ました。今後はさらなる健康増進に向けて、女性のヘルスケアに関する取組みも拡充していく予定です。

熱
中
症
予
防
の
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

自
社
開
発
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
ア
プ
リ



取組み分野

ヘルスリテラシー

運動

健診・検診

健康いきいきウォーキング
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地域部門

最優秀賞 株式会社アカカベ

所 在 地

主な活動内容

従 業 員 数

U R L

： 大東市

： 運動、ヘルスリテラシー、食育

： 850名

： https://www.akakabe.com/

アカカベ健康フェア

イ
ベ
ン
ト
会
場

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
様
子

管理栄養士による健康チェック

ストレッチの様子

健康チェックの様子

地域の方の健康を運動面からサポートすることを目的に、2012年か

らスタートした取組みで、年１回開催しています。５kmコース、10km

コースと自身の体力に応じた距離を選択してできるため、子どもから高

齢者まで幅広い年代の方が参加可能です。

2022年からは河川敷のごみを拾いながら歩く「ゴミ拾いウォーク」も

新設し、健康づくりの推進に加え、環境にも配慮したイベントとなってい

ます。2023年の参加者は約1,850名でした。

地域の方への健康づくりの啓発を目的として、大阪市中央区のOMMビルで年１回開催しています。管理栄

養士による健康チェックコーナーを設置し、骨密度・体組成・ヘモグロビン量・野菜摂取量の測定を実施してい

ます。また、医師を招いての健康講演会を実施し、参加者のヘルスリテラシーの向上を図りました。2024年の

参加者は約5,000人でした。今後も年１回の実施を継続する予定です。

2017年より月１回（2021年はコロナ渦により中止）ドラッグスト

アの大型店舗で健康測定を実施しています。測定結果に基づいて、

管理栄養士から健康に関するアドバイスを行い、参加者の健康づく

りを応援します。店頭でのビラ配りやSNS・アカカベアプリ等、複数

のツールを活用しながら、健康無関心層に向けたアプローチをして

います。



取組み分野

ヘルスリテラシー

食生活

12

地域部門

優秀賞近畿中央ヤクルト販売株式会社

所 在 地

主な活動内容

従 業 員 数

U R L

： 茨木市

： 食育活動

： 597名

： https://kinkichuo-yakult.co.jp/

健康無関心層の参加意欲を高める取組み

お
な
か
げ
ん
き
教
室
の
案
内

ヤクルト健康セミナーの案内

オリジナル健康情報冊子「乳酸菌のココロ」

地域に密着した取組み

子ども食堂や出前授業、健康セミナーの開催を通じて、若い世代から高齢者まで様々な世代の方を対象に食

育の推進を図っています。2023年度は子ども食堂を172回実施し、地域に密着した継続的な取組みを展開

しています。

製
品
の
強
み
を
生
か
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す

睡
眠
・メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
向
け
た
生
活
習
の
改

善
等
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
健
康
コ
ラ
ム
の
発

信
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

幅広い世代の健康づくりのきっかけづくりとして、

学校や地域コミュニティ、病院、老健施設等を対象に

した健康セミナーを開催しています。2023年度は

4,123回、25,412人の方の参加がありました。

オリジナルの健康情報冊子を発行し、地域の方や、健康教室、イ

ベント等で配布しています。季節に合わせた内容の健康コラムを

通じて、ヘルスリテラシーの向上に取り組んでいます。2023年

度は月１回の頻度で作成し、計144万部発行しました。



取組み分野

ヘルスリテラシー

食生活

その他

キャンパスから広がるヘルスリテラシーの向上
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地域部門

奨励賞 近畿大学

所 在 地

主な活動内容

学生・教職員数

U R L

： 東大阪市

： 健康情報の共有等

： 26,000名

： https://www.kindai.ac.jp/

セ
ミ
ナ
ー
チ
ラ
シ

ヘルスリテラシーの向上と健康で豊かな生活の実現・継続を目指

して、官・産・学（医・薬・農）で連携して、主体的で継続可能な健康

づくりの取組みを推進しています。

学内食堂でV.O.S.メニューを
提供しました

また、ヘルシーメニューで健康な体作りを推進するため、学内食堂にてV.O.S.メニューを期間限定で提供し

たところ、好評で毎日完売しました。考案したヘルシー近大V.O.S.メニューは、ホームページで公開し、食生活

から健康を推進しています。

大学という環境であるため、各種感染症対策、正しい性感染症やワクチンの知識、薬物対策、こころや身体の

悩みの相談場所について、教育機関であるからこそ伝えるべき内容についても取り組んでいます。

学生参加プロジェクト（ACT PJ）を立ち上げ、大学と学生が共催でセミナー・イベントを開催することで、健

康に関心を持ち、主体的に健康づくりに取り組む環境づくりを推進しています。

ヘルシー近大V.O.S.メニュー

健康に関するセミナーやイベント

の開催、ポータルサイトでの情報発

信を通じて、大学生・教職員をはじ

め近隣住民の健康づくりを支援して

います。

セミナーやイベントでは、幅広い世

代に向けた健康づくりの啓発を目

的として、「食生活」「運動」「睡眠」

「メンタルヘルス」「禁煙・受動喫煙防

止」「歯と口」を取り上げました。

「ヘルスリテラシー」「飲酒」「健診・

検診」「治療と仕事の両立」について

も、ポータルサイトで定期的に情報

発信を行っています。



取組み分野

ヘルスリテラシー

運動

その他
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地域部門

奨励賞社会医療法人愛仁会 千船病院

所 在 地

主な活動内容

従 業 員 数

U R L

：大阪市西淀川区

：病院主体でのお祭り・イベント開催

： 約850名

： https://www.chibune-hsp.jp/

福ハッピーフェスタ

健康ブースやその他出展ブースの様子

キッチンカーや企業出展、舞台公演と並列して健康ブース

を設置し、楽しくお祭りに参加したついでに、健康にもアクセ

スできるよう工夫しています。

また、大野川緑陰道路を使用したウォーキングも行っており理学

療法士によるウォーキングレクチャーを開催しています。ウォーキ

ングには毎回約20名が参加し、約2kmのコースを歩いています。

出展数も20を超え、企業や大学、関係団体などに参加いただき、

会を重ねるごとに共創メンバーが増加しています。

今後も継続して地域住民に対するHappyをベースにしたお祭り

を開催予定です。

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ

医師・看護師による心肺蘇生（心臓マッサージやAEDの使用）のショープログラムや薬剤師・栄養士・セラピ

ストによる各種相談会なども行っています。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子

ウォーキングの様子

地域住民のHappy/Healthy/Communityを創ることを目的に、「福ハッピーフェスタ」を年3回開催し、毎

回延べ1,000名以上の方に参加いただいています。“福”は当院が位置するまちの名前です。福の地で区民が

幸せになるように、と命名しました。



取組み分野

ヘルスリテラシー

食生活

健診・検診

食育を通じたヘルスリテラシーの向上
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地域部門

奨励賞 雪印メグミルク株式会社 西日本支社

所 在 地

主な活動内容

従 業 員 数

U R L

： 吹田市

： 食育活動

： 78名

： https://www.meg-snow.com/

食による健康への貢献を重要課題とし、社会課題解決のた

め主に健康寿命延伸に向けた取組みをテーマに活動し、食の

大切さ・尊さと牛乳・乳製品の価値を発信しています。主なプ

ログラムは「出前授業」「骨・カルシウムセミナー」「チーズセミ

ナー」「ヨーグルトセミナー」の４つです。栄養士・管理栄養士の

資格を持つ専任スタッフ5名を含む7名で活動しており、

2023年度の大阪府民対象を対象にした食育プログラムは

205回開催し、約7,300人の参加がありました。

その他に学校給食を供給している豊中市

立小学校向けに食育の一環であるフードロ

ス（飲み残し削減）の啓発を目的にした、動

画を3編作成し、給食時間や授業で約240

回視聴いただきました。

製品の強みや豊富な知見を活かして
食育に関するセミナーを実施してい
ます。

セミナーの様子

骨の健康度チェック

小中学校向け出前授業で「酪農生産を通じて持続可能

な食を考えよう」という、食といのちの繋がりを理解し

食糧生産に携わる人たちの仕事や思いを理解する内容

も始めました。

セミナー以外にも食育イベントとして大阪市内区役所

の食育展などでカルシウム摂取や骨の健康・運動などを

考えるきっかけになる活動（骨の健康度チェックやクイズ

ラリー・はかるカルシウムゲームなど）を実施しています。

小学生向けフードロス動画
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健康づくりの取組み事例が検索できるようになりました！
事例を参考にして健康づくりに取り組んでみませんか。

健活１０ アスマイル


